
本
部
闘
争
指
示
第
42
号
を
受

け
、
仙
台
地
本
は
11
月
22
日
、

貨
物
東
北
支
社
に
対
し
、
東
北

協
議
会
と
し
て
「
再
回
答
」
を

求
め
る
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

申
し
入
れ
を
行
っ
た
地
本
原

子
書
記
長
は
、
席
上
貨
物
組
合

員
の
切
実
な
生
活
実
態
や
低
賃

金
ゆ
え
に
希
望
が
持
て
ず
職
場

を
去
る
若
者
が
続
い
て
い
る
職

場
環
境
を
述
べ
、
そ
の
改
善
の

た
め
に
低
額
回
答
を
撤
回
し
再

検
討
、
再
回
答
を
要
請
し
た
。

要
請
に
対
応
し
た
貨
物
東
北

支
社
副
支
社
長
は
「
要
請
の
内

容
は
本
社
に
伝
え
る
」
と
回
答

す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

ま
た
地
本
は
仙
地
指
示
第
12

号
に
よ
り
抗
議
行
動
の
展
開
を

指
示
。
福
島
県
は
、
郡
山
総
合

車
両
セ
ン
タ
ー
門
前
の
ス
ペ
ー

ス
で
、
宮
城
県
は
宮
城
野
貨
物

駅
門
前
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

抗
議
集
会
を
開
催
し
た
。

※
以
下
、
「
郡
工
情
報
５
７
１

号
11
月
30
日
付
発
行
」
を
参
考

に
し
て
い
ま
す
。

11
月
22
日
、
総
合
車
両
セ
ン

タ
ー
正
門
前
の
駐
車
場
で
、
郡

工
支
部
と
福
島
県
支
部
が
合
同

の
抗
議
集
会
を
開
催
し
た
。

集
会
は
福
島
県
支
部
橋
本
執

行
委
員
の
司
会
で
始
ま
り
、
同

支
部
木
藤
副
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
で
開
会
。

主
催
者
を
代
表
し
、
地
本
原

子
書
記
長
は
、
「
15
年
度
決
算

が
計
画
を
14
億
円
上
回
っ
て
お

り
、
1
・
5
ヶ
月
の
回
答
に
は

怒
り
を
覚
え
る
。
25
日
ま
で
再

回
答
を
求
め
る
運
動
を
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。
ま
た
貨
物
東

北
支
社
へ
の
申
入
れ
の
際
、

「
新
入
社
員
が
集
ま
ら
な
い
」

こ
と
に
触
れ
、
「
企
業
体
質
が

疑
わ
れ
て
い
る
の
で
な
い
か
」

と
指
摘
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
さ
ら
に
「
貨
物
で
は
若

手
社
員
が
特
に
不
満
を
持
っ
て

お
り
、
年
間
3
ヶ
月
の
手
当
で

は
生
活
費
の
補
て
ん
に
も
な
ら

な
い
。

再
回
答
を
求
め
る
運

動
の
先
頭
に
立
つ
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

社
員
の
犠
牲
に
対
し

「
重
い
指
摘
」
と
会
社

貨
物
福
島
分
会
橋
本
書
記
長

か
ら
は
、
「
17
年
ベ
ア
ゼ
ロ
、

手
当
年
額
3
ヶ
月
は
Ｊ
Ｒ
内
で

最
低
。
会
社
は
、
『
賃
金
削
減

に
よ
る
社
員
犠
牲
の
政
策
を
続

け
る
の
か
』
と
い
う
国
労
の
指

摘
に
対
し
、
『
重
い
指
摘
で
あ

る
』
と
認
め
て
お
り
、
黒
字
に

な
っ
て
も
何
ら
変
わ
り
が
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
ス
ト
で
闘
う
こ

と
も
正
当
で
な
い
か
。
貨
物
で

は
将
来
不
安
か
ら
若
年
退
職
が

増
加
し
て
い
る
。
再
回
答
を
求

め
仲
間
と
と
も
に
頑
張
る
」
と

決
意
表
明
が
さ
れ
た
。

１
３
回
の
要
請
書
送
付

郡
工
支
部
貨
物
分
会
天
野
書

記
長
か
ら
は
、
年
末
手
当
の
満

額
回
答
を
求
め
る
分
会
の
活
動

と
し
て
、
「
現
場
長
へ
の
要
請

行
動
と
支
社
長
・
社
長
に
要
請

書
を
13
回
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
し
、

回
答
後
は
再
回
答
を
求
め
る
要

請
を
行
っ
た
。
今
年
の
一
時
金

は
年
額
で
も
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
年

末
手
当
に
及
ば
な
い
」
等
こ
の

間
の
取
組
み
を
報
告
と
貨
物
労

働
者
の
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。

連
帯
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
、

郡
工
支
部
車
体
科
分
会
藤
崎
書

記
長
、
同
装
置
科
分
会
本
田
書

記
長
、
福
島
県
支
部
村
田
書
記

次
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
貨
物
労
働

者
と
と
も
に
闘
う
決
意
が
述
べ
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10
・
17

第
一
回
地
方
執
行
委
員
会

10
・
19

貨
物
経
協
・
提
案
・
交
渉

10
・
22

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会
、
安
プ
ロ
・
業
長
会
議

11
・
9

第
二
回
地
方
執
行
委
員
会

11
・
12

第
21
回
東
日
本
マ
ラ
ソ
ン
大
会

11
・
16

各
地
方
委
員
長
・
書
記
長
会
議

冬
期
団
交

11
・
20
‐
21

国
労
東
北
定
期
総
会
・
東
北
労
働
講
座

11
・
22

貨
物
年
末
手
当
抗
議
集
会
（
宮
城
・
福
島
）

11
・
26
‐
27

第
4
回
国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
・
視
察
学
習
会

11
・
28

本
社
経
協

12
・
3

地
本
家
族
会
総
会

12
・
4

東
北
貨
物
協
議
会
総
会

12
・
5

第
三
回
地
方
執
行
員
会
・
支
部
代
表
者
会
議

12
・
6

全
国
代
表
者
会
議

12
・
13

地
本
運
輸
協
議
会
定
期
委
員
会

12
・
14

第
一
回
春
闘
事
務
局
会
議

12
・
17

安
プ
ロ
・
業
長
会
議

12
・
22

調
査
部
長
会
議
・
ダ
イ
ヤ
改
正
提
案
・
合
対
会
議

12
・
23

地
本
組
織
部
長
会
議

12
・
24

地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議

 
国
労
本
部
の
主
催
に
よ
る

「
国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
・
視
察

学
習
会
」
が
、
11
月
26
日
～
27

日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

 
四
回
目
と
な
る
被
災
地
で
の

視
察
学
習
会
に
は
、
北
海
道
か

ら
九
州
ま
で
全
国
の
組
合
員
ら

42
人
が
参
加
。
視
察
内
容
と
し

て
は
、
①
除
染
済
土
壌
等
の
保

管
状
況

②
常
磐
線
（
富
岡
駅

～
浪
江
駅
間
）
除
染
・
復
旧
工

事
の
現
状
視
察

③
避
難
指
示

解
除
区
域
・
居
住
制
限
お
よ
び

帰
還
困
難
区
域
の
現
状
視
察
で

あ
る
。

 
福
島
駅
集
合
後
、
一
行
は
バ

ス
で
新
地
駅
へ
。
し
か
し
12
月

10
日
の
運
転
再
開
に
向
け
た
工

事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

お
り
近
付
け
ず
、
町
役
場
か
ら

見
学
す
る
こ
と
に
。
町
を
上
げ

て
の
工
事
に
運
転
再
開
を
待
ち

望
ん
で
い
る
町
の
雰
囲
気
を
感

じ
た
。
そ
の
後
浪
江
町
に
移
動

し
、
案
内
で
同
行
し
て
く
れ
た

東
北
自
動
車
支
部
大
倉
元
委
員

長
の
自
宅
を
訪
れ
た
が
、
住
宅

が
イ
ノ
シ
シ
に
荒
ら
さ
れ
る
な

ど
ま
だ
ま
だ
復
興
は
進
ん
で
お

ら
ず
、
時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う

に
感
じ
た
。

 
ま
た
浪
江
町
は
、
1
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
程
度

で
あ
っ
た
が
、
浪
江
か
ら
富
岡

に
向
か
う
途
中
の
6
号
線
で
は
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
表
示

は
3
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を

超
え
て
お
り
バ
ス
内
の
線
量
計

は
異
常
を
示
す
警
報
音
で
溢
れ

か
え
っ
た
。

二
日
目
の
午
前
中
に
は
、
視

察
参
加
者
に
よ
る
学
習
会
が
持

た
れ
、
初
め
に
水
戸
地
方
本
部

泉
執
行
委
員
よ
り
、
「
常
磐
線

復
旧
を
は
じ
め
と
し
た
現
状
と

課
題
」
が
報
告
さ
れ
、
続
い
て

水
戸
地
本
福
島
支
部
の
猪
狩
書

記
長
か
ら
は
、
「
被
災
後
の
支

部
運
動
と
学
習
」
報
告
が
あ
っ

た
。ま

た
午
後
か
ら
の
交
流
学
習

現
地
集
会
は
郡
山
市
内
ホ
テ
ル

プ
リ
シ
ー
ド
で
行
わ
れ
、
水
戸

地
本
福
島
支
部
や
仙
台
地
本
福

島
県
支
部
の
組
合
員
ら
総
勢
１

８
０
人
が
会
場
に
足
を
運
び
、

原
発
の
現
状
や
放
射
能
汚
染
の

問
題
な
ど
環
境
や
人
的
被
害
に

至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
課
題

に
つ
い
て
学
び
合
っ
た
。
【
原
】

 
地
方
本
部
は
貨
物
会
社
の
16
年
度
年
末
手
当
の
支
払
い
で
、

基
準
内
賃
金
の
1
・
5
ヶ
月
分
と
い
う
超
低
額
回
答
に
対
し
、

再
回
答
を
求
め
る
抗
議
行
動
等
を
宮
城
・
福
島
両
県
で
開
催
し

た
。

ら
れ
た
。

 
そ
の
後
集
会
宣
言
を
採
択
し
、

最
後
に
郡
工
支
部
橋
本
委
員
長

の
団
結
頑
張
ろ
う
で
拳
を
突
き

上
げ
、
客
貨
一
体
で
闘
う
こ
と

を
全
体
で
確
認
し
た
。
 

工事中の新地駅を新地町役場から見学



国
労
東
北
協
議
会
は
、
11
月

20
日
～
21
日
、
盛
岡
市
に
お
い

て
、
第
13
回
国
労
東
北
労
働
講

座
を
開
催
し
た
。

組
合
員
ら
約
50
人
が
参
加
し

一
日
目
は
、
労
働
講
座
の
受
講
、

組
織
拡
大
に
む
け
た
職
場
活
動

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
続
い

て
第
31
回
国
労
東
北
協
議
会
定

期
総
会
が
行
わ
れ
、
向
こ
う
一

年
間
の
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

ま
た
同
時
並
行
で
平
成
採
用

組
合
員
の
交
流
会
も
実
施
さ
れ
、

東
北
労
働
講
座
の
当
初
の
目
的

で
も
あ
っ
た
、
「
若
手
活
動
家

の
育
成
」
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

し
た
形
だ
。

二
日
目
は
、
国
労
本
部
坂
口

委
員
長
が
問
題
提
起
を
行
い
、

東
日
本
本
部
佐
藤
書
記
長
は
、

東
日
本
本
部
の
取
組
み
と
課
題

に
つ
い
て
報
告
し
、
そ
の
後
全

体
討
論
を
行
っ
た
。

全
体
討
論
の
発
言
な
ど

▼
一
建
。
月
百
時
間
を
超
え
る

超
勤
、
三
週
間
一
日
も
休
日
な

し
。
夜
間
作
業
時
休
憩
時
間
な

し
‥
実
態
調
査
取
組
む
。

▼
珪
砂
問
題
。
落
ち
葉
空
転
で

大
量
に
使
用
。
交
渉
報
告
を
。

▼
Ｔ
Ｓ
Ｓ
の
秋
田
、
仙
台
、
盛

岡
統
合
後
の
問
題
点
交
渉
を
。

▼
貨
物
の
闘
い
。
年
末
手
当
超

低
額
回
答
。
平
均
40
数
万
円
。

ス
ト
配
置
で
闘
い
の
強
化
を
。

ス
ト
は
犯
罪
で
な
く
当
た
り
前

の
権
利
、
オ
ル
グ
の
実
施
を
。

▼
仙
台
駅
み
ど
り
の
窓
口
、
東

北
で
も
数
本
の
指
に
入
る
職
場

が
委
託
。
労
基
署
見
解
は
実
習

は
問
題
な
い
が
、
実
売
は
不
都

合
。
出
向
な
ら
ば
と
逆
出
向
が

さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
パ
ー
今
年

で
5
人
が
辞
め
た
。
現
在
委
託

は
停
止
し
て
い
る
が
、
交
渉
経

過
を
。

▼
駅
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
、
し

か
し
業
務
ミ
ス
の
場
合
、
会
社

は
巻
き
戻
し
で
見
て
い
る
。
監

視
カ
メ
ラ
で
な
い
か
。

▼
組
織
拡
大
が
喫
緊
の
課
題
で

は
あ
る
が
、
労
働
強
化
改
善
の

取
組
み
強
化
が
組
織
強
化
に
つ

な
が
る
。

▼
盛
岡
・
仙
台
・
秋
田
の
女
性

組
合
員
の
交
流
会
を
横
手
近
辺

で
お
願
い
し
た
い
。

▼
組
織
対
策
費
。
東
日
本
で
組

織
部
長
会
議
で
希
望
が
あ
る
と

い
う
が
、
基
本
は
ス
ト
基
金
。

議
論
内
容
は
。

▼
労
組
法
で
は
出
向
社
員
も
ス

ト
に
入
れ
る
。
窓
口
交
渉
も
わ

か
る
が
、
正
式
な
交
渉
を
。

▼
Ｔ
Ｓ
Ｓ
の
手
当
。
1
・
5
ヵ

月
、
エ
ル
ダ
ー
3
万
円
、
フ
ァ
ー

ス
ト
リ
ー
ダ
ー
3
万
、
サ
ブ
2

万
‥
。
ジ
ェ
ス
の
手
当
金
額
は
。

（
仙
台
）

▼
先
日
の
組
織
対
策
会
議
で
は
、

9
の
発
言
中
7
つ
の
発
言
で
継

続
要
請
が
あ
っ
た
。
（
盛
岡
）

▼
本
当
の
敵
は
政
府
、
国
交
省
。

老
朽
設
備
、
線
路
使
用
料
、
根

本
問
題
が
未
解
決
。
国
労
は
ス

ト
を
構
え
闘
う
こ
と
。

▼
支
社
の
委
託
受
け
皿
が
溢
れ
、

新
た
な
委
託
先
を
作
る
と
し
て

い
る
が
現
実
困
難
。
関
連
会
社

連
絡
会
議
を
開
催
予
定
。

▼
Ｊ
Ｒ
30
年
を
問
う
安
全
キ
ャ

ラ
バ
ン
。
地
方
の
意
見
を
聞
き

丁
寧
な
対
応
を
求
め
る
（
秋
田
）

11
月
12
日
、
皇
居
外
周
を
利

用
し
た
第
21
回
国
労
東
日
本
本

部
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
素
晴
ら
し
い
天
候
に
恵

ま
れ
、
各
地
方
の
代
表
チ
ー
ム

は
爽
や
か
な
汗
を
流
し
た
。

仙
台
地
本
か
ら
は
昨
年
に
引

き
続
き
仙
総
支
部
チ
ー
ム
と
山

形
県
支
部
を
中
心
と
し
た
2
チ
ー

ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が
事
情
を
抱

え
て
い
た
。

仙
総
支
部
チ
ー
ム
は
不
動
の

大
エ
ー
ス
で
キ
ャ
プ
テ
ン
の
高

橋
真
人
が
欠
場
。
理
由
は
胸
椎

化
膿
性
脊
椎
炎
に
よ
る
長
期
入

院
だ
。
手
術
後
の
懸
命
な
リ
ハ

ビ
リ
に
よ
り
松
葉
杖
を
使
い
な

が
ら
も
職
場
復
帰
を
果
た
し
現

在
に
至
っ
た
と
聞
く
。

「
よ
う
や
く
人
並
み
の
足

（
太
さ
）
に
な
っ
た
の
が
嬉
し

い
」
と
語
る
高
橋
の
穏
や
か
な

顔
の
裏
側
に
ど
れ
程
の
労
苦
が

あ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

だ
が
、
「
手
術
後
は
、
地
に

足
を
付
け
て
も
足
を
付
け
た
感

覚
が
全
く
な
く
愕
然
と
し
た
…
。

寝
た
き
り
で
、
す
ね
と
太
も
も

は
骨
の
太
さ
ま
で
落
ち
た
…
。
」

と
語
り
、
先
が
見
え
な
い
不
安

と
焦
燥
感
に
襲
わ
れ
た
と
明
か

さ
れ
た
時
、
そ
れ
ら
を
打
ち
消

し
立
ち
向
か
う
、
想
像
を
絶
す

る
努
力
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
っ

た
。「

病
気
か
ら
回
復
し
て
い
く

経
過
が
た
ま
ら
な
く
嬉
し
い
。

リ
ハ
ビ
リ
を
担
当
し
て
い
る
方

か
ら
素
晴
ら
し
く
前
向
き
な
生

き
方
、
物
事
の
考
え
方
を
学
ん

だ
。
自
分
も
そ
の
よ
う
に
生
き

た
い
」
と
、
ひ
た
す
ら
前
を
向

い
て
い
る
。

今
日
も
走
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
チ
ー
ム
を
鼓
舞
す
べ
く

盛
岡
か
ら
駆
け
付
け
た
。

一
方
、
山
形
チ
ー
ム
の
第
一

走
者
の
予
定
で
あ
っ
た
武
田
昌

仙
は
、
ひ
ざ
の
痛
み
に
耐
え
て

会
場
に
た
ど
り
着
い
た
。

な
ん
と
武
田
は
6
月
に
痛
風

発
作
を
発
症
。
そ
れ
以
降
、
服

薬
に
よ
り
尿
酸
値
は
落
ち
着
い

て
い
た
は
ず
な
の
だ
が
、
5
日

前
に
痛
恨
の
2
回
目
の
発
作
を

引
き
起
こ
し
、
ま
だ
片
足
を
引

き
ず
っ
て
い
た
の
だ
。
駅
伝
に

備
え
懸
命
に
準
備
し
て
き
た
だ

け
に
、
落
胆
は
大
き
か
っ
た
。

第
一
走
者
を
宮
城
県
支
部
の

若
手
、
門
間
純
平
に
託
し
、
応

援
に
回
る
こ
と
に
し
た
。

昨
年
よ
り
若
干
少
な
い
14
チ
ー

ム
の
第
一
走
者
が
午
後
13
時
10

分
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。

仙
総
チ
ー
ム
は
キ
ャ
プ
テ
ン

高
橋
の
分
も
頑
張
ろ
う
と
直
前

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
気
合
が
入

り
す
ぎ
た
の
か
、
無
理
が
祟
り

ケ
ガ
人
が
多
く
精
彩
を
欠
き
、

結
果
は
昨
年
の
3
位
か
ら
大
き

く
後
退
し
た
9
位
。

だ
が
正
々
堂
々
闘
っ
た
結
果

で
あ
り
、
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
て
来
年
頑
張
れ
ば
い
い
。

ま
た
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
山
形

チ
ー
ム
は
参
加
す
る
こ
と
に
意

義
を
見
出
し
て
い
る
の
で
結
果

は
気
に
し
て
い
な
い
様
子
だ
。

大
会
後
の
懇
親
会
で
は
高
橋

が
、
「
来
年
は
退
職
の
年
だ
が
、

何
と
し
て
も
出
場
し
た
い
。
い

や
出
場
す
る
」
と
力
強
く
宣
言
。

全
員
が
拍
手
喝
采
し
、
感
激

に
浸
っ
た
。
そ
し
て
皆
が
高
橋

の
出
場
を
願
い
、
来
年
も
元
気

に
再
会
す
る
こ
と
を
誓
い
合
っ

た
。

【
敬
称
略
】

第２７２８号 国労せんだい ２０１６年１２月２５日

団結 抵抗 統一

退
職
の
お
知
ら
せ

9
月
30
日
付

後
藤

郁
雄
さ
ん

仙
総
運
転

（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

新
田

順
一
さ
ん

自
動
車
岩
手
県

（
Ｊ
Ｒ
バ
ス
盛
岡
）

10
月
31
日
付

藤
原

康
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
仙
建
工
業
）

影
山

正
さ
ん

郡
山
駅
連

（
Ｊ
テ
ッ
ク
）

赤
間

敏
幸
さ
ん

仙
台
電
車
区

大
子
田

清
喜
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

11
月
30
日
付

大
内

広
真
さ
ん

仙
宮
運
輸
区

（
Ｊ
テ
ッ
ク
）

浅
野

直
幸
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

（
Ｊ
テ
ッ
ク
）

菅
野

信
一
さ
ん

仙
総
車
体

（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

後
村

俊
雄
さ
ん

東
工
所

（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

千
葉

覚
さ
ん

仙
石
線
駅
連

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
）

伊
倉

伊
美
夫
さ
ん

郡
山
設
備

佐
藤

敬
志
さ
ん

小
牛
田
駅
連

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
）

菅
原

滋
さ
ん

仙
総
車
体

渡
邊

二
郎

小
牛
田
保
線
区

エ
ル
ダ
ー
退
職

9
月
30
日
付

大
石

正
昭
さ
ん

福
島
地
区

鈴
木

清
美
さ
ん

会
津
若
松
地
区

11
月
30
日
付

赤
間

邦
夫
さ
ん

仙
台
駅
連

（
契
約
社
員
）

平成採用者の交流も行われた。進行は東日本佐藤書記長

再会の喜びに溢れる駅伝チーム。右端が高橋


